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Ⅰ,絡 論

欺血 主 として家畜の血液は久しい以前より中華民臥',ソ晩 フィンラJンド等に肝 こ演 (接着剤 と/∫ノ

して利用されてはいるが,特に合板の接着剤 としては,高低にして両 も熱壁を要するアルブミtl/成分

のみが試用された程度に止まるo Lかしこの接着剤は接着力高く耐水性に富んでいて,現JT接着剤の

逼迫せる情勢に於ては再願の憤値がある｡殊にアルブミンのみを抽出するのではなく,未利用蛋白資
/

源として血液仝鯉を探上げる＼ことが出来ればその意義は大きい｡∫

筆者はこれが工業方面への麿用を目ざし,一･嘩ベニヤ工場に於て使用し得る段階に迄到着したのぞ,

こ にゝ公表して御批判と御指導を願 う次第である｡

●′
/ 甘､血液仝蛋白利用の意義

従来この種倭着剤 としては,先づ家畜の鮮血を血液フィブ リンと血奨とに分け,遠心分離機にかけ
■

てアルブミンの清澄液を逓別乾燥して得た療製アルブミンを用いて次の虞方により製糊されるら

登ルブミン 1107.5),251300 -cK長 閑浸漬ここよく混合する0-

7ムモ-ヤ (比重 0.9) 4.2 ∫

滑石衣 2

水 , ′ 25

製坤が終れば塗布を行宮 1000Cの勲プレスに3-5分閲歴締す早｡可使時間は寧 日位あるが,何し
I

ろアルブミン離 ヒ年1頭から僅に 11b弱しか得 られないので飴 り茸用に供せられなかった｡
2)

角田隆氏によれば血液は重量比にして40-50%の血球と60⊥50%の血栄とに分つことができ,その

組成は第 1表の通 りである｡ 血球中の赤血球に封する白血球と血小板の比ノは充分に明かではないが,i

とにか く血球中には多量の蛋白琴夕晴 まれていると見てよい.

通腰 はその約90%が水で,蛋白質は7%弱,アルグ ミン隼重っては倭に 2.5% を占めtるに過 ぎな

い｡水分はいづれ袈糊の際にも必要であるとすれば∴仝血液の利用が如何に望ましいかを知るべきで

ある｡

1)戸田合板株式倉敢 (大阪).技師

2)角田 隆 (大正10) 臨̀床上に必要なる化学的病理畢'
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節 1表 血 液 LZ) 級.成
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. lEl賛 駆 . ､il

I (1) 在来法とその槍計 L .
.q I) 1

山下達雄氏によれば,′血液 1斗 5升に滑石衣250匁 を.配合 し,暖気を帯び畠まで加熱撹拝し産 もの
i ～

を70-J80平方尺に 1升の割で塗布することによD,接着強度,ナラ 70kg/cm2,ヤン ー73kg/cm2をI

得,可使時間は25-30各である｡ ､こej方法による筆索や紬 では亘使時間が不充分で車 ｡,且温度に

よって左右きれる･ことも大 きい?即ち 14Oc に於て可働 寺間 25分,25｡C に於て 15分,声0｡C に

藤ては億に5分間に過ぎない｡又粘調性を充分ならしめ'る馬転乗にボーメ400の苛性ソーダを加えて
/

,齢等表､苛性ソ-ダ及び滑石友浪合割合
と可使晦間 J

(血液温度300C一一一夏季使用を考慮 してC,箪泣

5ヤ13OC,､表中の NaOH及び Ca(OH)2の
量は血液30ccに由するg数)＼N.1()】I I

｡._i(表ト ｡･7 ■ 015 0･3 0･]
0.7

.0.5

I0.3

0.1

5

5
1

7
-

l

8

9

3

7

1⊥
ゥ
山
l

22

23

33
｣

40

3〇

一

見たが,粘那 三は肝 こも相挙 らず可使時間 が 短 カチVlt

l(第2敦)｡ 倍接着力も国々で 40-100kg/25×25mm･

であった｡
2)

雄図林産試験場での標準は,

/血液乾燥粉末`

㌧ij

.6

′(270(〕) 11

ムモ三ヤ汰 (比重 0.9)､ 1.5

次 .0.75

の割合で先づ粉末 を1､-2時間水に浸漬した後,アム

モ-ヤ水を加えて徐々に撹座 し,更に石衣を加-て数分間接拝を醸げ, クリーム状になった時にグル

二 ｡スプーL,,ツダーで糊付けを行 う｡ 叉生血液をそのま用 用する場合, げ ル離 Eで政党づ爽雑物を
13)

取除いた上 血液 100に封 し石衷 10-121を混 じ棒で接拝しク リトム状になってか ら使用する｡塗布

畳は前者即ち粉末の場合血粉 1kg富り1100年万札 加熱yj:136-140oC,･加堕は 17-18kg/cm2,

加歴時間は 1･5mm 箪板 3枚合や20分内外, これで接着力は -1台～20kg/cm 2 即ちカゼイン糊の 8割

1)北海ベニヤ在勤｡談｡ ,ノ

2)泉L･岩大 (由利23,)･駄句の話 ,_日食 連時報 27貌
3)同

f
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程度であ･るが,耐水性はカゼイン糊に優っていると云 う｡ 但し何れにしても加熱墜搾を要する｡

(2).ゲイスフ-ス化せる木粉を血液の教化剤 として利用す去方法
○

苛性ソーダは血液に粘,野性を輿えるが滑石次程には酎 ヒ性能がな●いoヴイスコ:Tス接着剤は10%前I I

後のテルカ.)を合有し粘桐性に富んでいるのでこれを混入するて とを試みたところ,混入直後より可

なりの粘度をも̀ち,しかも可使時間の長いこ'とが明かになった｡.更にこれに石衣を混入すると接着力

も向上するoLかしながtらヴイスコース接着剤は,lOルプを原料とし,それ自髄立派を接着剤であっ七
T

みれば, この試みはむしろヴ十スコース接着剤の槍量法とも考えろれないではなIV､｡ そこで筆者は東

粉を直接ヴィ､スコース化したものを硬化剤に利用して優秀な糊料を得た｡即ち次の通 り̀である｡

a∴ ヴイスコ∵ス化木粉の製法1ゝ

120メッシ-通過木粉一二 日の荒いもの憶 よくなV,- を使って次の配合を行 う｡ /木粉̀ ､′1.0

苛性 ソ-ダ (17.5%) 45

二硫化茨･素 4

苛性ソ∵ダ溶液牢木粉を混入密閉して･1-3日間放置する｡72時間位匪過したとらろで二硫化毅素/

を混入埠拝して再び密閉し, 3⊥10時間放置すれば漉褐色粘痢性の液鰭を得る｡若し固けれぼ適飢 こ

lうすめ,{よい｡

ら.血液-の混入 I守

ヴイスコース化した木粉を血液に混入すると可倣時間は長 くな り接着力が増大する (/第'.3表)O

･ 諦3表 硬化剤 (ダイスコース化せ る木扮) VjみUj接着力と

.血液に混入せ Z'ときe)接着力

～(読) 硬化剤 とはダイスコース化 した木粉 (帥ち木粉 10g,'17.5% NaOH45C?,CS24ccの配合),のこと｡

. 表rPNaOH,Ca(OH)e及び水の配合畳はいづれ も血液声Occに封するものo

I/

c. ･酎 ヒ剤 (ヴイスコ｢ス化せる木粉)の製造候件と可使時間,接着力との蘭係

(イ) 木粉を苛性 ソーダ溶液中に放置する日数 ,

木粉を NaOH 溶液中に各 16,1.4,7,3,1日浸潰したものに同時に C､S2を加-,更に各 1,2, .3● ､

日間放置してアイス千一スの熟成をはかった上血液に混入して,夫々可使時間及び接着力を測定 したI

(第4衷)｡ ＼ ､～

その結果によれば熟成期間の延長からは大 した効果 も期待出来ないから,結局浸演は比較的早 く切

上げ,CS2添加後粘開度ホ上れば直ちに使用するのが最 も安全である｡

I(ロ) 腎性ソーダ溶液の濃度
●J ■ tO
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未 練 献 尭 藤h4淡 く昭25)

韓 4衷 一 木粉を 甲aOH 溶液中に浸渡 した日数 と可使時間,接着力と.の関係

(血液30ccに対 し硬化液3g,tCa(OH)2ゝ1g混入)熟成期間(日)

16

14

､7(

3

1 '

平 均

可 使 時 間 一(分)

2 i 3 ｢平 均

接 着 力 (kg/25×25mm)

･ 巨 2 1 3 f車 均

35. 35I 95 ･109 79 102 ■93■

■80､ 35 70 85I. -119J 88' 97

25pーQ ＼105 - .72 80 1b5 ｢.98- 94

･60 135 92 64- 101■ ･121 . 98

NaOH 溶液の濃度を各 10,15,･18% にとった場合,東化剤としては′NaOH 溶液濃度o')高いもの

･程粘度も高い東 これを血液に添元すれば接着力には大差を見ないU但し可使時間徳濃度 10% のも

ーのに於て特に低い (第5表)0
Pi

第5表 NaOH溶液濃度と可使時間,接着力との関係

(血液30ccに対 し硬化剤.3g,Ca(OH)20.5gの配合による｡)■ヽ

NaOH溶液濃度(%)l可 使 時 間 (分)l接着力(kg/25×25m印)

d. 硬化剤及び滑石衣の添加量と可使時間,,接着力との甜係

製糖に際しての竣拝状態,温度及び血液の如何にきって差異を生じるが,一般に-定温度に於て注
′

意して作ら転糊は,褒化剤 及び Ca(OH)2の添加量の.多い程 可使時間は短か く-,接着力は大である

I(第6表)0

I ～ ,傾 6表 硬化剤及び Ca(OH)2の添加量 と可使時間,按意力との関係 (室温250lc) I

■■一
夕

･但し極稀に遍酎ヒ剤の少量を加え考だけで暗黒色を呈し可使時間が短か くなり接着力が大となる滝の

辛,多量の掛 と卿 を加えても茶褐乃至赤賂色で酎 ヒし難いもの分立生じる場合があり,いづれも接着升

が落ちる｡】か 1る場合には Ca(OH)2の量を加減するか,他の新鮮な血液を混合す.ることkよ′り避け
＼

るととが出来る｡
ノ

e･ 温度と可使時間,接着力との関係 ､
硬化剤及が Ca(OH)2の添加量が同一なれば,室温が高くなる程可使暗闇は短かくなるが接着力に

l

蔵ては必ずしもか､上る開拓は旦出せない (第 7表)｡ ､､

㊨
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第 7表 温度 と可使時間,接着力との関係

(硬化剤 6g,Ca(OH.)2 1.5g添加の一場合)

紐 皮 (oC) 1 22 [ 23 ● I '25 1 28

第 8表 血液濃度と可使時間,接着力との臨係

(室温 25oC)

血 液 漉 皮 (ボーメ0)

可 使 時 間 (分)

接着力(kg/25×25mm)

5 1 6 1 7

尤 も可使時間,額活力は同一温度

に於ても佃血液濃度 (この場合はボ

⊥メ計で測定)にも左右される (第
～

8表)｡一 ＼

塩度上昇による可使時間の短縮の

防止をはかるには,第 6表の示すと

ころにより衷化剤及び Ca(0日)2の

添加量で加減することが出乗る｡叉

血液の漉度が低 くて捜拝が充分均一

に行-れぼ少量orJ衷化剤及び滑石衣

(各 3g,､1g)を添加する午とに羊り'290C に於ても180分の可使時間を得ることが出来た｡

Ⅳ｡要 籍

豪富の血液から接着剤を作る在来の方法を大別すれば次の 3通 りとなるoL ､

(1)アルブ ミンのみを抽出して利用する熱墜法
I ～
(2) 血液金槌に滑石衣等を加用する熟墜法

(3) 血液仝憶に滑石次等を 加軋 適宜加熱製糊する冷魔法 ･

(1)は多量の血液を必要とするし, (2)は勲喋を要する,Dで質用には不便多 く, (3)は温度に封 して

極吟で敏感なので製糊には熟練を要 し,常に一定品質の接着剤を得 る'ことは困難である(,

筆者は次の方法によって上記の紋鮎を除去し比較的簡革に鷺周的な血液接着剤を得た｡即ち,

I(1)17･5% の苛性 ソーダ水溶液に120メツシ-通過未粉を24-72願 静定漬し,･二硫化茨素 40Yoiを

混入して得たヴイスコ一元化木粉を硬化軌とす忌｡こe?硬化剤は二硫化茨素添加後粘調と.なれば

直ち匿使用するを要 し,苛性ソ1-ダJの水溶液は 15-18% の範囲内の ものが望まし.い｡

(2卜 血液に上の変化軸 と滑石次を添加按拝すれば接着剤を得る｡但 し酎 ヒ剤 と滑石衣の添加量が多

い程接着力蜂大きく可使時間は短かい｡叉温度が高い程可使時間は短かい｡凝 って温度が高 くな､

れば硬化剤及び滑石衣の添加量を減ずればよい｡
I

(3) .倍,製糊の際,硬化剤 を添加して暗褐色になれば滑石衣をせ くして出来るだけ早 く使用するか,

常初 少量のテス トを行って上の傾向を見 るならば他の新鮮な血液 を混合してこれを免れることがへ.↓･
出乗る｡ ､

●＼_

本稿を終るに富 り御指導を賜った梶田教授,舘教授に深甚の謝表を琴すると革 k,毎験に御協力下

さった島岡,井藤両氏に心からその券を廟 したい｡(昭 23-9-1)
ーQ ′

IR6sum6
-

Thebloodofdomestic'animalshasbeenusedasadhesivesforplywood.bylmeansof

'hot-pressusingonlythealbuminextractorthe,blooditself.Thisstudysu'cceedecltogain

Ithebetteradhesiveforcoらl-pressreplacinghot･press,which 主susablelongerandhas

str(～ngeradhesivestrengthbyaddingviscosifiedwood-powderandslakedlimetothèblood.
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